
「読み聞かせ」こそ読書の入り口

校 長 市橋 英雄

本を読むという行為は、本に書かれている文字、言葉を頭の中で、絵に転換（イメージ）し、それを瞬

間的に連続させていく作業です。従って、小学校の低学年で、やっと文字が読めるようになったぐらい

の段階では、読書を本当に楽しむことはできません。そのためにはもう少しトレーニングが必要です。

その際、最も有効なのは、『絵本の読み聞かせ』です。絵本を読んでもらうことによって、子どもは、絵

本の言葉を、絵本の絵の助けを借りながら頭の中に描きます。絵本を読んでもらっている子どもの表情

は、とても集中していて、真剣そのものですが、それもそのはず、その子の頭の中では、信じられないほ

ど、たくさんの複雑な作業をしているのです。

つまり、目の前の絵本の絵は、物語を追いかけるように次々と変化し、次のページの絵との間に、実

際には見えない絵を、まるで、映画のように心（脳）のスクリーンに映し出しているのです。そうして、子

どもは、物語を理解し、楽しんでいるのです。

この「目には見えないもの（絵）を見る力（想像力・イメージ力）」を育てることこそ、今、絵本を楽し

み、将来、自分で本を読めるようになるために、どうしても必要なことと言えるのです。いえ、それだけ

ではありません。自分の考えをまとめたり、相手の気持ちを推し量ったりする力の土台ともなるのです。

誰かに絵本を読んでもらう「読み聞かせ」という活動は、とても有効です。これは、決して過保護ではあ

りません。子どもが読書を楽しみ、本と仲よしになっていくための自然な道筋なのです。

現在、西小学校では、朝の時間（8:15～8:25の10分間）を活用し、週２回（火・木）、全校一斉の朝読書に

取り組んでいます。また今年度、4月から図書室に入った本は約６００冊ほど。読書活動を推進するために

読書環境の充実にも取り組んでいます。全校朝会で先生方のおすすめの本を紹介する等、子ども達が

読書に興味を持てるような取組も行っています。

『ぼくは、いつも思うのだけれど、本を読んだ後は、何でもできそうな気がしたり、みんなに親切にし

てあげたいような気になったり、とても満足した気持ちになる。どうしてだろう。ほんとうに、本は、生き

ている友だちだ、とつくづく思う』読書好きの男の子が、6年生の

時に書いた作文の一節だと、ある本に紹介されていました。私た

ち教職員一同は、西小学校の子どもたち全員が、この子のように

育ってほしいと願っています。

今月は読書月間でした。「家読」の取組も行いました。「家読」と

は家族みんなが一緒に読書をする運動として始まったものです。

保護者の皆様には、引き続き、色々な場面で子どもたちへ読書の

声かけや、お世話をいただけたらと思います。どうかよろしくお願

いいたします。



11月16日に子どもたちが

楽しみにしていた「ふれあい子ども祭」を行いました。縦割り

班ごとに様々な工夫をしたブースを出し、前半後半に分か

れて店員役とお客役になって楽しみました。

今年度も、本校と岩内第二中学校

は、「小中一貫事業」の指定を受け、

連携した取り組みを行っています。

５・６年生の外国語・理科・算数の授

業に中学校の教科専門の先生に入っていただく「乗り入れ

授業」。学期に1回の「6年生

の中学校登校日」。一貫教

育の取組状況を町内の小

中学校の先生方に公開し、

より効果的に行うために協議した「公開研究会」。

子どもたちが、安心

して中学校へ進学でき

るよう今後も取組を進

めていきます。

11月８日に、町の保健師さんによる「歯の

健康教室」がありました。対象は、１年生と４年生です。

実際に自分の歯の染め出しを行って磨き残しの多い

ポイントをチェックしました。

磨いたつもりでも歯と歯の

間や、歯茎の間などに磨き

残しが多いことに気づき、

正しい歯の磨き方について

学びました。

１1月19日は、岩内町税務課の職員を講師

にお招きして6年生対象の「租税教室」を行いました。

税金の使われ方について、プレゼン資料を見ながらク

イズ形式をとり入れての学習。子どもたちの感想から

も、税金の役割

や大切さについ

て学ぶことが出

来たことが伝わ

ってきました。

11月26日に、岩内町出身のダンサー小塚

拓(HIRAKU)先生による「ダンスレッスン」を４年生が体

験しました。ヒップホップのリズムに合わせて、元気い

っぱいに踊りまくりました♪終わった後も、廊下でリズ

ムをとっている

子たちがいて、

すごくうれしそ

うでした。

☆詳しいお知らせと
申込書は後日配付
します。

１月から始まるスキー

学習と冬休み確かめようD

AY（学習会）で、保護者の

ボランティアを募集しま

す。日時や内容等、詳しく

は、別に配付するプリント

をご覧いただくか、直接学

校までお問い合わせくだ

さい。ご協力お待ちして

おります。

SNSを通して知り合い、トラブルに巻

き込まれた事件が報道されました。スマ

ートフォン等の急速な普及に伴い、簡単

にネットワークの社会につながる環境へ

と変化してきています。当然、子供たち

もネットワーク社会との距離が近くなっ

ています。ご家庭では、子供たちが適切

な環境やルールなしで、勝手にインター

ネットを使うことはありませんか？家族

で使用する

際の約束を

確認して 、

正しく安全

に使ってほ

しいです 。

お子さんのこと、ご自身のことで少し話をし
てみたいなどということがありましたら、気軽にご相談下さい。ご
希望される場合、学級担任や職員室にお問い合わせください。

学校ＨＰ「西校ダイアリー」にて、
日々の教育活動をアップしています。


